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米国におけるサブプライム･ローンの破綻に端を発し，世界は百年に一度といわ

れる経済危機に見舞われています．現代人のほとんどは，前世紀初頭の経済恐慌を

実体験として経験していませんので，不安な空気が蔓延していますが，新しい価値

観やシステムが創り出されるのはこのような混沌の中からであり，今は「時代の変

わり目」なのかもしれません．

言語聴覚障害学分野を振り返りますと，IALPやASHAが設立されてからまだ

80年余であり，わが国に眼を転じますと言語治療を専門とする職種が見られるよ

うになってから40年余しか経過していません．この間のエポックメーキングな出

来事は言語聴覚士の国家資格化に伴い，日本言語聴覚士協会が発足し，学術･職能

活動が組織的に行われる場が成立したことと思われます．このように，本分野は今

後の成長や拡大が期待される若い分野であり，現在はその礎を築いている段階とい

えるでしょう．これを臨床面でみると，言語聴覚療法のエビデンスの蓄積を進めて

いる段階といえます．

米国医療政策研究局(AHCPRR)の基準によると，エビデンスのレベルは高い順

から，RCT(ランダム化比較研究)のメタ分析/RCT/よくデザインされた非ランダ

ム化比較実験/よくデザインされた非実験的記述研究(準実験的研究，比較研究，相

関研究，症例研究など)/専門家委員会の報告や意見など，となります．コミュニ

ケーションのように多数の要因が関係する複雑な行動を対象とし，倫理的配慮が重

要な研究を実施する場合，RCTのような研究は多くの困難を伴います．本誌は，

よくデザインされた研究であるならば，さまざまなタイプの研究を掲載し，言語聴

覚療法のエビデンスの蓄積に貢献したいと考えています．

(藤田郁代)
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